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物価高騰とステルス値上げに関す

るアンケートまとめ （第１次） 

～日々のくらしと活動に活かそう！～ 

（一社）消費者市民社会をつくる会・ASCON 

物価の高騰が続き、消費者のくらしへの影響が大きくなる中、２０２２年１０月

７日から３１日まで、ASCON 会員とご協力いただいているみなさま方にお願い

して物価高騰と「ステルス値上げ」についてのアンケート調査を行いました。合計

で６２名のご協力をいただくことができました。誠にありがとうございました。な

かでも、（一社）山梨県消費者市民社会推進協議会さまと㈱ジーネクストさまに

は多大なご協力をいただきました。心より感謝申し上げます。 

この第一次まとめは、１１月１１日「意見交換会」で公表した集計結果です。 

 

http://ascon.bz/ 

 

http://ascon.bz/
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【設問 １】 物価やエネルギー価格の値上がりが続いていますが、どう思いますか？ （複数回答） 

 

① 仕方がない （１６）   ②生活に影響が出て大いに困っている （１７）  

③ 現在のところほとんど影響はない （１） ④今後影響が出てくると思う （３１） ⑤ その他 （６）  

 

 
 

〈その他の具体的な意見〉 

★国際情勢、新型コロナによる不景気の流れ、給与水準の長年の抑制策のつけなどが背景にあるよう

なので、起こりうるものとは思っていますが、消費者への影響には大いに危惧している。 

★政策の失敗 ★仕方がないとは思うが、給料が上がらないと家計が苦しくなる。 

★企業が賃金を上げるべき。 

★ロシアとウクライナとの紛争もあり、エネルギー価格が高騰しているのは仕方ないと思います。 

★節約している。外食や買う量を減らす等対応しているが、じわじわ来るだろうなと思っている。 

 

 

【設問 ２】 影響しているのは、具体的にどのようなモノやサービスですか？ 

★特に気付くのは食料品全般(価格は同じなのに あれっ 小さい・少ないと感じることが増えた)。 

★電気代、日常の食料品（大いにまではいっていないが、価格上昇は生活に影響し始めている）。 

★電気、ガソリン、飲食料品、耐久消費財 ★物価上昇で家計の出費が増えている。 

★食料品、電気、ガスの値上げが生活費を圧迫してきています。 

★日々の食品 ★電気・ガス  ★食品・ガソリン ★食品の値上げ。生活に直結 ★電気代、食費など 

★生活全体 ★食料品や日用品（紙製品や学用品）、燃料等の日常に不可欠な商品 

★買い物の量を減らす。ガソリンの給油回数。 

★大人数の家族であるため、かなりの影響が出ている。特にガソリン代と食費など、住んでいる地域

が中心部よりかなり離れている山の方であるため、車での移動が不可欠となっていることと、「ステル

ス値上げ」によって在庫品までも値上げることに疑問。 

★山梨県は、交通インフラが少ないため自家用車等での移動手段が必要不可欠の中、ガソリン代や燃

料費の高騰は、かなりの影響が出ており、一家に２台以上の保有台数があること、また、寒冷地に近い

気温から冬場の燃料費の影響が懸念される。当然にステルス値上げに関連しているのではと思う。 

★自営で薬局を経営しているが、紙製品や生理用品の仕入れ値の値上げによる影響が大きい。 
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【設問 ３】 「ステルス値上げ」についてどう思いますか？（複数回答） 

 

① だまされた気分になる （３２）   ② その企業に対する信頼が低下する （１４） 

   ③ 二度と買わない気になる （３）  ④ 企業の気持ちもわかる （３１） ⑤ 気にしない （３） 

   ⑥ その他 （１６） 〔具体的意見〕 

 

 

 

〈その他の具体的な意見〉 

★業績が本当に厳しいのであれば理解できるが、できる限り値上げを控える努力が必要と思う  

★内容量に見合ったパッケージでないことが問題だと考える。表面からみて量が変わっていないと 

誤認して購入する場合が多いので、環境に考慮したサイズダウンと併せて内容量の変更を伝える努 

力をしてほしい  

★たいてい、改訂品が少量サイズになり、旧品がそれより重量が多い、ということになっている。食 

品に関しては、容量の多い旧品が、いわゆる激安店で安く売られ、容量の少ない改訂品が一般スー 

パーで高く売られるという、おかしな現象が起きている。 

★購入時にわかるようにして欲しい。 

★アナウンスがあるべきかなと気にはなるが仕方ないと思う。量が減っても困るとは限らないので、 

同量で値上げと同額で減量とどちらがいいとも言い難い。 

★複数買い求める形になるため、パッケージがもったいないと思う。 

★過剰量が適正になった気がする。 食品ロスの削減。 

★政府は高騰を抑えるために補助金を消費者目線で。 

★買いやすい価格を維持し、値上げの影響を抑えたいという消費者のためを思っての施策だとは 

思うが、量目の変化より問題だと感じるのは、原材料等の変更による品質の変化で、量目変化より 

も気づきづらく、品質劣化は勘弁してもらいたい。 

★食事を作っていて袋を開け分量が減っていると困ってしまう。  
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<参考＞「ステルス値上げ」とは、シュリンクフレーション（英語: shrinkflation）のことであり、

小売りされる商品の価格は変わらないままその内容量がシュリンク（収縮）していく経済現象であ

る。shrink(縮小)と inflation(インフレ)の合成語であり、インフレの形態の一つである。 

実質的な値上げに消費者が気づきにくいことから、日本語では敵のレーダーに映らない戦闘

機になぞらえてステルス値上げとも呼ばれる。～フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）より 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8B%B1%E8%AA%9E
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★内容量が減っていることが明記されていれば止むを得ないと思います。 

★ちょうどよいサイズの商品が減っていくのは困る。 

★内容量を変えた（減らした）場合は、その旨、表示すべきです。 

★容量を減らすのであれば、事前にアナウンスすればよいと思う。 

★量が少なったことが正直に表示されているならＯＫ。 

★シュリンクフレーションは起こりえる事だが、ステルス値上げという言い方には賛同できない。消 

費者への周知があった商品までステルスなのか、と疑問に思ってしまいます。『告知のないシュリン 

クフレーション』がステルス値上げだと思っています。 

 

                                         

【設問 ４】 値上げや実質値上げ（ステルス値上げ）の理由や値上げ幅、開始時期など、消費者への情

報提供（説明責任）についてどう思いますか？ 

 

① 不十分だと思う （３０）   ② まあまあだと思う （３）  ③ 十分だと思う （１） 

   ④ 企業によってまちまちだと思う （２３）   ⑤ その他 （５）                                       

 

〈その他具体的意見〉 

★既に日本が置かれた状況について理解が進んできたので、仕方が無いという諦めの気持ち。 

★説明情報提供を操作されて提供されているのでは。消費者と事業者の情報格差で信頼できるかと

どうかが不安。  

★消費者は昨今の情勢から「値上げは仕方ない」と肌では感じていると思うので、企業側がより具体

的な説明をすることで消費者も学びに繋がり、企業と消費者が問題を共有出来、よりよい信頼関係の

構築にも繋がると思います。 

★すべての商品についてお知らせするのは限界があると思われ、主力、定番商品についてはお知らせ

をしてもらいたい。  

★消費者に伝わる情報提供のあり方の模索が必要。 

★メディア・ＨＰでの広報だけでは不十分で製品表示が必要。                                                                            
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【設問 ５】 私たち消費者として考え、行動するとしたらどんなことでしょうか？（複数回答） 

 

① 情報をしっかりと把握する （５０） ② 企業に質問や意見を出す （１０） ③ 学習する （１７）

④ 暮らし方を見直す・変える （２６）  ⑤ 特に何もしない （０） 
 

 

 
【設問 ６】 【５】-④の内容や、その他物価高騰とステルス値上げについて思うことや、活動提案など 

       がありましたら自由にご記入ください 

 

“消費者として自覚したいこと・・・、見直したいこと・・・、できること・・”・ 

●暮らし向きを見直す  節約する 

●嗜好品の購入を減らす・外食を減らすなど、工夫している。特に外食業界の昨今のニュースを聞くと不

信感ばかり募り、家食の安心感を感じる。 

●毎日の食卓から言えば、パンやお菓子の原材料として牛乳を使うが、牛乳は牛のエサ、飼料が高騰し

ているため値上げせざるを得ず、小麦もしかり。原材料コストが値上げとなればパンの値段も上がる。食

パンの大きさも少し小ぶりになったり、総菜パンの具材が減ったように感じている。 

● 無駄を省いたり、本当に必要なものを購入していくなど、日常の生活の中で、工夫・節約できることを

行っていく必要があると思います。 

●自分の暮らしに関しては、電気・ガスなど使用量などを節約する、・普段の買い物では食べきれる量だ

け買う、などを意識する。 

●省電力には家庭でできることは、節約とエネルギー不足への対応として、積極的に取り組んでいきたい。 

●電気や灯油などのエネルギーを節約することや食品を買いすぎないようにするなど、再度点検し無駄を

なくしていきたいと考えています。  

具体的には、これから寒い季節がやってきますが、衣服を調整したり断熱シートを利用したりすることによ

り、暖房に頼りすぎずに過ごせるよう工夫をしていきたいと考えております。 

●この間特に気になった値上げは、電気やガスなどのエネルギーの分野と、食品です。 

こまめに電気を消す、お湯ではなく水で食器を洗うなどで昨年使用量よりも減らすことができましたが、請

求書は昨年以上となっており、ガッカリしました。 
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食品も無駄なものを買わない、食べきるなど食品ロスも出さない工夫をしています。しかし、段階的に何度

も値上げが行われ、ひとつひとつは大きな額ではなくても、一か月単位でみるとかなり家計を圧迫してきま

す。ロシアのウクライナ侵攻の影響や、円安のために輸入額も上がり、企業も値上げせざるを得ない、仕

方がない値上げだということは、重々理解はできますが、だとしたら政府はこうなる前にもっとやるべきこと

があったのではないかと思います。 

●エネルギー高騰は異常であり、影響の大きい層への支援は必要かとは思うが、東日本大震災以後の

節電状況くらいまで節電を進めても好いと思う。店舗の節電で照明が暗いと感じるときもあるが、なれれば

なんということはない。 

●また、商品は世の中にあふれすぎている感がするので、選択の幅は残しつつ、シンプルライフへの転換

が進むのはよいかもしれない。 

●生活のミニマム化をすすめていくこと。 

●地球にやさしい暮らし方を考えましょう。 

●いつもと同じように買い物をしても、支払額が増えているため、なるべく必要なものしか買わない。無駄

の無いように買い物をするように心がけている。 

●食ロス削減、小さな庭に家庭菜園をつくり自給自足を心掛ける。 

●モノを大切に、休耕地に麦を！ 麦ばかりでなく国内生産に集中！ 

●野菜も高いので自分でなるべく作っていきたい。 

●食品の値上げが甚だしく、副菜を一品減らしている。空き地には野菜等を作り頑張っている。食品ロス

削減に気を付けている。 

●自分たちの生活を守るため、なるべく自給自足で生活をする。山梨市は農家も多く、自給自足は難しく

ない。 

●きちんと事前に周知さえすれば、単純な価格値上げよりも受け入れやすい。日本の場合、食品ロス、栄

養摂取過多による肥満など、消費者側の食生活にも問題があり、節制の良い機会と捉えることもできる。 

●商品そのものの価格ではなく単価で比較して選ぶ。（計算が苦手なので売り場で困ることもあります

が・・・）・ふるさと納税でコスパの良い食品を探して調達する（ご当地の米や肉、お菓子など） 

・スーパーで安売りしていても買いだめは控える（結局廃棄→食品ロスになりがち）。・閉店間際のスーパ

ーで値下げ品を購入する。・リサイクルショップの安い商品で間に合う時はそれを活用する。・徒歩や自転

車で行ける距離は車を使わない（ガソリン節約）。 

●健康診断で痩せるように指導されている家族には、いい機会なので、し好品はシュリンクした量を食べ

ればいいと提案しました。 

生産者やメーカーが、正当な儲けがないと持続可能にならないので、いい商品を必要な量で購入したいと

思っている。 

お得だという宣伝に惑わされて不要なものを爆買いしない。夏は冷やし過ぎず、冬は暖め過ぎないで暮ら

す暮らし方を目指したい。冬は、家の中で半纏を着よう！キャンペーンとかどうでしょう。 

●消費者として見直すべき意見として、①生活を見直す機会。②行政、事業者、消費者が互いに協力す

る姿勢。③消費を改め反省し「もったいない」の心構えを認識する。④環境への意識を持っこと。 

●２０１１年の東日本大震災以降、省エネの暮らしを心掛けていましたが、エネルギー価格が上がったた

め更なる省エネを行っている。エアコンの暖房温度は例年より２度程度低くしている。 

●税金の無駄遣いに関する消費者が学習し、意見をあげる。 

●暮らし向きが悪くなると感じる消費者が多くなると、個人の気持ちにもゆとりがなくなり、社会全体に影響

が大きい。生活に必要なお金の負担が増えると健康的な生活を送るのに支障がある家庭も出てくると思う。

値上げや会社の倒産情報などがニュースで多く取り上げられるなど、家族の中でも明るい話題が少なくな

ってきたと感じている。一言でいうと、「先の見えない不安感」で、自身も視野も狭くなってきたと思う。 

●要望としては、企業努力に頼らず、適切な経済支援とそれをネガティブに捉えない風潮になるようメディ

アなどの協力もあってほしい。先の見えない不安ではなく、今は不安でも先はわずかであっても明るいと
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感じさせるものがあるとよい。 

●この度の値上げの背景が、コロナの影響によるもの、ロシアのウクライナ侵略によるもの、世界的な気

候変動によるもの、更には金融政策による円安の影響等が複合的に起因していると思われ、個々の商品

の値上がり要因が、直接的な結びつきとして見えにくいように思う。 

この値上げを理由とはしていないが、23 区には給食費無料化を決めた自治体もある。少子化を嘆く前に

やれることはやる自治体を評価し対策を進めることは消費者団体としてもでき得ると思う。 

●ウクライナ危機で明らかになった、グローバルな食料危機、エネルギー危機の影響で．値上げになって

いるのは、しようがないと感じている。 

●2022 年に入り、食料品。消耗品から光熱費。輸送費といったサービスまで、様々なものが続々と値上げ

されている。背景には、原材料の高騰、円安、そしてウクライナ危機などが影響しており、今後もしばらく値

上げ傾向が続くと思われる。 

●2022年2月から始まったロシア。ウクライナ問題が、実は両国は主要食原材料の一大生産国でもある。 

これらの原材料は食品分野において広く使われている原材料で、小麦・油脂類の高による原料コスト増加

はもちろん、原油高は製造コストや輸送費にも影響してきていることは理解できる。 

食品市場において、これらの影響をまったく受けない商品はほぼ無いため、今回の値上げは幅広い分野

で起こっている。原材料は食品分野において広く使われている原材料で、小麦。油脂類の高による原料コ

スト増加はもちろん、原油高は製造コストや輸送贄にも影響している 

食品市場において、これらの影響をまったく受けない商品はほぼ無いため、今回の値上げは幅広い分野

で起こっていることも理解できる。 

また、円安が進み原材料費が高騰したために、値段より量で調整すると消費者離れを防げるためと、事業

者においては、値上げしなければ賃上げ(人件費)もできないためと思う。 

そこで、値段ではなく量を減らせば、消費者は実質値上げに気付く可能性が少なくなるということからステ

ルス値上げが起きることとなっているのではないか、実質値上げがされているのは、このような消費者心

理をついているというのが理由の 1 つだと思われる。 

円安になると対外的に円の価値が下がるため、商品を輸入する際により多くの円を支払わなくてはならな

くなる。そのため、原材料を輸入する際のコストが増加する。 

値上げの理由としては、原材料価格の高騰や物流コストの上昇を挙げているケースが多く見られるが、消

費者としては政府の対応に期待するしかない。 

●円安はインフレを招きます。ここから現在の円安相場が物価上昇の一因と考えられる。値上げが落ち着

くのを待っているだけでは家計はラクにならない。短期的にできることから長期的な習慣の改善まで、自分

たちで対策に取り組んでいくことが大切だ。まず、お金を「みえる化」し、自然と家計管理が意識できる環

境を作っていくことも家計対策としてとても大切。 

●企業努力の限界で価格改訂をしなければならない理由が合理的であれば、受け入れるしかないと考え

ます。従来通りの価格量目で提供するために従業員の賃金を削るような状況は望ましくありません。食品

ロス等が大きな社会問題となっていることもあり、不必要な買いだめを止め、食費を自炊、外食等含めて

計画的に配分して、効率よく暮らすことが大事かと思います。 

●ステルスマーケティングのこと、ランキング、口コミなどやらせと感じていても、消費の中では価値の基

準を知りたいと思う。目で確かめられないようなことは、参考にしやすいことなのかも。 

また、最近の値上げで確かに包装のモデルチェンジが多く登場してきています。値上げと共に新製品が出

たような錯覚も、ステルスマーケティングに当たるのでしょうか？ 

情報が多くなればなるほどに、消費者の選択も多くなります。安心して信頼できる情報の整備を、ぜひお

願いしたいです。ステルスとはひそかに消費者をだます・・恐ろしいことです。 

●世界情勢、原油価格高騰、円安、温暖化による不作等々企業の努力ではカバーできない状況です 

ステルスとはいいますが、市販売りの加工食品では内容量は表示されており、だましているわけではない 

消費者も「知らなかった」ではなく、きちんと学んだり、表示を見て買い物をするべきだと思います。 
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自分も企業側の人間ですが、この考えは、一般消費者としての意見です。 

子供の時から大好きなお菓子(ブルボンのルマンド)も昔に比べてずいぶん小さくなったなあと思いますが、

時代が違います。 

国際電話が 3 分 6000 円だった時代から、スマホで無料通話ができるようになった今です。 

どこにお金をかけるかの比重も変わっています。世の中にあふれる情報から正しいものを選択し、そこか

ら価値を判断し選択できるようにならないといけないと思います。その中で、納得できないステルス値上げ

があったら、その商品を買わなければいいのだと考えます。 

●農産物、食品の原料が収穫出来ているのか、輸入はどうなのかそういった情報を消費者が理解できて、

企業が正直に値上げの情報を出してくれれば家計の中で対処もできます。 

情報なしに、量目を減らされてしまうと対処のしようがありませんし、がっかりします。 

作る側の作りやすい量目と使う側の使い勝手のよい量目が近づくようなコミュニケーションも大切ではない

でしょうか。マスコミの情報も、一部のスーパーの状況をヒステリックに伝えられると消費者がむやみに買

い占めに走るなどの状況を起こすのではと感じます。 

●ステルス値上げだけでなく、ホテル代の便乗値上げも、消費者が「購入しない」という権利を（可能な範

囲で）行使するしかないと思います。まずは市場原理に委ね、価格の下方硬直性が強い場合は、行政に

よる介入（規制）の出番だと思います。 

●経済の面でも、物質的豊かさという面でも、これまで通りにはいかないのは確かであるので、消費者も

事業者もあらゆる面でシフトチェンジが求められると思うが、足並みを揃えた行動はなかなか難しいように

思う。 

暮らし方を見直すという点では、以前と比べると、どうしても消費が慎重になりがちである。ニーズとウォン

ツを天秤にかけた時に、ウォンツを選択する機会が少なくなったように思う。 

SDGｓやエシカル消費が脚光を浴びるようになり、良い意味で消費者意識の転換期を迎えようとしている

中、物価高騰やステルス値上げは、それに水を差す形となる恐れを感じる。 

今回のテーマに限った話ではないが、消費者に情報がしっかり届いているのかという懸念と、消費者側も

情報をキャッチする気持ちがあるのか、という両面の懸念を感じる。情報提供のあり方とともに、理想論で

はあるが、消費者側も消費者としての役割をもっと認識する必要があると思う。消費者の脆弱性にはしっ

かり保護の手立てを設け、一方で、いわゆる自立した消費者を育成していくことが求められると思う。その

意味でも、消費者教育の重要性を改めて感じている。特に学校教育における消費者教育の必要性を感じ

ている。 

 

“事業者や産業に対して望みたいこと・・・、提案したいこと・・・” 

●値上げを抑える企業努力をしている企業から商品を購入することが消費者がとるべき意思表示だと思

う。 

●スーパーなどの「売り場」で、内容量を変更していることを提示。 

●近年の原価高騰により、企業側としてもサービス提供を維持するために、商品の値上げ・ステルス値上

げにつながることについては、仕方がないことだと思っています。 

しかし、消費者に対して、値上げや内容量が減少することの説明をきちんと出す企業もありますが、その

際の説明が不誠実（お客様のため等として別理由を持ち出した説明）で、結果的に説明しないことよりも企

業の評価を落としてしまう事例もあるため、残念に感じることがあります。 

情報社会で消費者も非常に賢い現代社会においては、企業側としては消費者と正直に向き合うことが結

果的に企業イメージの向上につながり、また消費者としても正しい事実を知ることで物価高に向き合って

いきやすくなるのではないかと思います。 

●売る側も経営維持を考えながら、客離れされないラインの価格設定に苦慮しているように思う。 

●企業には、対象商品、値上げ時期・理由・販売価格維持のための量目変更なのか、量目は変更せず純

粋に販売価格アップをする方向なのか、消費者にちゃんと伝わる方法で情報発信いただきたい。 
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●値上げの情報は前広に正確に提供してほしい。 

●企業が財やサービスを提供することで社会に貢献しているとすれば、たとえ価格が同一だとしても、一

方的に財やサービスの量を減らして消費者の満足度を下げるという行為は、それまで企業が消費者に対

して提供していたことを自ら否定するものであり、社会貢献に反する行為であると言わざるを得ないと思い

ます。 

●ステルス値上げについては、価格はそのままで内容量がいつの間にか減っているものはこれまでもたく

さんありましたが、食べきる、使い切ることを考えたら決して反対ではありません。ただ、知らない内に行わ

れ、「あれ？小さくなった？数が減った？」と気が付いた時のだまされたようなガッカリ感を消費者に与えな

いような、企業の伝え方は大事なのではないかと思います。 

●正直に伝えることで、企業への信頼感も強まると思います。 

●日本は、賃金水準が低く、雇用状況が不安定であり、とりわけ、若年層、非正規雇用の人への影響は

懸念される。（物価の問題よりも、日本の雇用状況の方が問題だが）。 

●急激な為替の変動がなく、賃金上昇と物価上昇のバランスが取れた状態がいい状態だと思います。 

賃金の男女格差がなくなる事も重要で、育児と介護のサポート/産業と仕事の創出（イノベーション）/ 

就業へのモチベーションの向上をしていくことで、賃金や GDP は上がっていくのではないでしょうか。 

私個人は現状で暮らし方等を変えずに生活しておりますが、特に食料品や電気などエネルギーの価 

格の上昇が急激で心配しています。 

●情勢から見ても値上げは仕方がない部分もあるので、企業には事情説明などしっかりしてほしい。また、

消費を支えるためにも労働者のベースアップは必須ではないでしょうか。消費者も機会あるごとに、発信

する必要があると思います。 

●きちんと事前に周知さえすれば、単純な価格値上げよりも受け入れやすい。日本の場合、食品ロス、栄

養摂取過多による肥満など、消費者側の食生活にも問題があり、節制の良い機会と捉えることもできる。 

●物価上昇が報じられても、日用品は「定価」がないものが多く消費者への販売額は小売業者によって異

なるので実際に何がいくら上がったかというのがわかりにくい。 

値上がりは個々の商品に対してというよりいつも通りスーパーで買い物をしたときに今まで 5000 円くらい

だったのが 6000 円近くになるなというようなことで感じます。 

ステルス値上げは「あれ？一袋の個数が減ったかな？」などと思うので、ステルス値上げの方が実感しや

すいように思います。 

どちらにしても値上げではあるので、ステルス値上げも報じられるべきだとは考えます。 

●ステルス値上げがない部分もあるが、消費者にはっきりと理由と経過を説明する必要がある。 

●ステルス値上げについて企業の不利益を表面化しないように説明が全くない。 

ほとんどない状況に、自分も消費者であることの自覚がない。 

もう少し情報を、きちんと整理して公表してほしい。 

●①生産者、事業者の大変さもわかるが、消費者の理解を得る努力も必要なのではないか、②人件費、

包装、広告宣伝費等、経費を抑えて価格の維持に努めてほしい。③便乗値上げはやめてほしい。 

●自営する薬局においては、仕入れが値あがる前に在庫となっている商品は、売値を元ママで販売して

いる。個人事業主のため、量販店などと比較され消費者には喜ばれるが、メーカーや問屋から値上げ時

期の参考として、案内が届く場合も。事実に基づいた販売価格の設定に異論があるのだろうか、疑問に思

うが、強制ではないため問題とはならないようだ。便乗？ 

●食品の容量を減らすことは、フードロスを改善するためにも良いことだと思います。 

その際、基本は価格を下げることが必要ですが、経営環境（原材料の高騰等）によっては、容量減に比例

しては価格を下げられないこともあると思います。この場合、メーカーはグラム単位当たりの単価を記載す

る等、わかりやすい表示をすべきだと考えます。 

●値上げすると売れなくなるという企業の心配もわかる気がしますが…、値上げして内容量をそのままに

したものも選べるようであるとありがたい。 
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・内容量を減らした場合はパッケージに表示するなどして消費者に伝えてほしい。 

・物価高騰も困るが、平均給与が上がっていないので、状況はさらに深刻なのではないでしょうか。 

・早く戦争が終結してほしいです。 

●商品やカテゴリーによっては、消費者が持つ値ごろ感があるので、容量・個数変更（減）は仕方ないとこ

ろはあると思います。ただし、容量や個数が変わることによって、消費者のベネフィット、使い勝手が損な

われることになるのは避けなければならないと思います。 

●生協の宅配を利用していますが、注文カタログに「次週から値上げ」の表示が、毎週掲載されています。

値上げしない商品はどれなのかと思うほど多い値上げ情報に、自分を含め次世代（息子夫婦）の生活が

これからどうなっていくのか、どこまで家計を圧迫してくるのか不安を感じながら生活をしています。 

コロナでの外出自粛から、生協の宅配中心で商品を購入していますが、価格は変わらなくても内容量がい

つのまにか減っている商品のお知らせに気づくことができていません。 

原材料の高騰などもあり、消費者へ配慮した政策なのかもしれませんが、内容量が変更される前に知り

たいです。 

必要な量がないと困る消費者もいます。特に宅配では、届いてから量が少ないことがわかっても対応が難

しいです。量目変更など切り替え時期をはっきり伝えられない商品も、「今後、量目を変更しての提供にな

ります」や「内容量を変更し価格据え置きで対応します」などの注意喚起のような情報が、カタログの目に

つく場所にあったり、店舗で会計を待っている時に目につく場所に掲示してあると、騙された気にはならな

いと思います。 

価格が上がっても必要な商品は購入しています。消費者が選択できる情報開示をお願いしたいです。 

●ステルス値上げをした場合すぐに SNS やネットで情報が拡散する昨今、事前告知を十分にせずに企業

の信頼低下を招いているのは自業自得であると思う。値上げならまだしも、ステルス値上げは非常に悪質

であり情報を知らない消費者を騙すような手口と個人的には感じる。前述の通り、ステルス値上げが明る

みになった場合の信頼低下などの損失リスクよりも、目先の利益を追求している企業体質なのかと残念

に思う。 

●誠実に正直にわかりやすく表示する姿勢が重要と考える。 

 

“政府・自治体に望みたいこと・・・” 

●軍事費、国会にかかる費用などを減らして、物価の上昇を抑える。 

●食品の値上げは暮らしに直結するため、スーパーでは買い物を躊躇する高齢者も見受けられる。 

国民の 3 割が年金受給者であり、高齢世帯の 50％が年金のみの収入で暮らしている(年金機構資料)。同

時に、近年こどものいる家庭の貧困も深刻で、この値上げから健康への影響が出ないか、早期の対策の

必要性を感じている。 

●一方で「自助努力」を旨とする政府の対策はもどかしく何の期待も持てない。本当に困っている人に寄り

添い、手を差し伸べるのは常に民間である。せめて民間の活動を支援する対策はしっかりやるべきとの要

望は言っていくことが必要と考える。 

抜本的な対策は政府の政策如何による。思い切った対策とは何か明確にして納得と理解を進めることが

重要。 

●政府には、物価上昇が経済成長・賃金アップにつながるようにしていただき、暮らしへの影響を軽減い

ただきたい。 

●政府に対しては、一時をしのぐこと及び長期での対応をお願いしたい。 

●エネルギー問題では、化石燃料の値上がりから、原子力発電の再稼働しか救済策がないかのように、

報道されたり、政府が方針化を進めたりしているのは、全くの誤りであると思う。そもそも、再生可能エネ

ルギー発電をさらにふやすために、小規模でも好いので、とれる策はすべて進める、エネルギーの地域循

環を推し進めることを強力に推進してほしいと思う。 

●物価が上がること自体は社会情勢などを考慮しても仕方がないことなのかなと思います。 
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なぜ大きな問題になるのかと考えると、物価だけがどんどん上がっていくのに収入（賃金）が上がらないか

らだと思います。 

収入における生活費の割合が高くなり、結局他のことに使っていたお金を生活費に充てることになるので、

洋服、化粧品や趣味嗜好品などへお金を使えなくなるから、景気も良くはならない。 

収入が増えず支出だけがどんどん増えていく状況は政府の政策に問題があると思います。 

●今の物価は、前途に不安が多く、若い人に希望を与えない。大企業優先の社会を政府はどう思ってい

るのでしょうか？国内企業優先の社会を政府はどう思っているのでしょうか？国内も生産能力を高める。 

外国に頼らない。国民一人一人の意識が大事。 

●値上げに対してどのような対策を取ろうと考えているのか、政府への評価が厳しい傾向にあるようだが、

影響が大きそうな商品については、対策を講じないと生活者が離れていくきっかけとなる恐れがありそう

だ。 

●消費者に対する施策を充分理解できるような広報を努めてほしい。 

●「物価高騰への政府の対応等について」の会見(岸田内閣総理大臣)より 

物価高を始めとする経済への対応についてですが、これまで食品、そして農槧、小売、エネルギ一関連の

方々、消費者団体、地方自治体など、様々な現場の切実な声を伺ってきました。食料品やエネルギー分

野を始めとする値上がりが、消費者の暮らしや事業者の経営に大きな影響を与えています。危機感を持

って、切れ目のない対策を行っていきます。 消費者目線？ 真剣に取り組んでもらいたい。 

●日本の置かれた状況を考えると、ある程度の値上げは仕方が無いことだと思う。政府は安易に補填な

どを矢継ぎ早に実施しているが、このようなばらまきは益々国の赤字を増やすばかりで、根本的な解決に

なっていない。今こそ、現状を冷静に捉え、国も私たちも身の丈に合った生き方を模索すべきでは無いか。 

●政府は、物価安定のための施策を場当たり的ではなく生活者目線で先を見据えた施策を考えて欲しい。 

●1989 年のベルリンの壁崩壊から世界は一気にグローバル社会へと移っていった。しかし、日本は運悪

くその時期に“バブル崩壊”と重なり、「投資」への気運が失せて、国際競争力が維持できなくなり、「失わ

れた 30 年」という現在の結果である。「Japan is No.1」の感覚が抜け出せず、変化を嫌い、ぬるま湯のまま

の緩い社会を選択し続けた結果が今日である。 

「値上げ＝悪」なのではなく、グローバルで物事を考えるならば、インフレ率を上げていかなければならな

かったのに、大衆迎合の政策（パンとサーカス）により、日本は世界から 1 周も 2 周も後れをとってしまっ

た。これは国内政治の責任ではあるが、いち早く現実に直面していたはずの日本企業も経営陣が「自分さ

えよければ良い」という意識になってしまい国際競争力を高めるまでに至らなかった。同時に、国政におい

ても 2009年の「政権交代」が期待外れに終わってしまい、国民の政治への関心も一気に冷めてしまったこ

とも要因か。よって、世界情勢の不安に呼応した円安、それに起因したエネルギーや原材料費の高騰か

ら派生する“値上げ”は至極当然のことである。 

本来は、国が役員報酬だけ上げてきた企業の一般従業員の賃上げを先導し、国内消費への機運を高め

た上でインフレを誘導していくべきだったのだろう。 

しかし、世界のマーケットが現在のようになってしまってからの後手後手の対応では、打てる策にもお金ば

かりかかり、効果もあまり期待できないのではないか。 

まずは、冷静に“値上げ”（インフレ）を受け入れたうえで、価格抑制に頼らない消費の刺激策を講じるべき

と考える。つまり、国内の“値上げ”否定は、国際競争力の観点からも間違いだと思う。 

●本当に消費者（国民）が信用できる情報発信源が必要＞多くの国で公的機関の情報を信用している。 

●失敗や予測外の結果を素直に認める土壌（風土）の醸成が必要。 

●円高により輸入品高騰の観点から、円高に歯止めがきかなくなってきているので、利上げ対策をするな

り何かしら国として対応を行う必要があるのではないか。 

●そもそも給与水準をあげるように政府が対策しないと、世界最貧国へと向かうと思う。今更遅いが、今

からでもどうにかしようとしないとこの国は国民から捨てられる。政治家には財務省の言いなりにならず、

国の未来を憂いてほしい。 


